
事業所名 児童発達支援　キッズクラブコフジ 支援プログラム 作成日 令和　6　年　10　月　1　日

　　　　５領域

健康・生活

運動・感覚

認知・行動

言語
コミュニケーション

人間関係
社会性

法人理念

支援方針

営業時間

社会福祉法人たちばな福祉会は社会福祉法に基づく特別法人であり、人間としての尊厳と社会連帯を基本理念とし、地域社会における福祉の充実に貢献する事をは
じめ、活力ある施設づくりを目標に運営を行っています。

個々の発達段階に応じたグループ療育とアセスメントに基づいた個別療育を通じて子どもたち一人ひとりの発達を促します。また、小集団の中での友達との関わりを通し
て、ルールの理解や適切なコミュニケーションの取り方が自然に身につけられるように関わります。

8：30　～　17：30 8：30　～　15：30 送迎の実施 有サービス提供時間

移行支援

職員の質の向上

5月：春のバスハイク　6月：芋の苗植え　7月：七夕会　プール　8月：プール　10月：芋掘り　ハロウィン　11月：秋のバスハイク　12月：クリスマス会
2月：節分のつどい　3月ひなまつり　卒園式　　　毎月：お誕生会　避難訓練（火災・地震・水害・防犯）

〇インクルージョンの視点から、可能な限り地域の保育や教育を受けられ
るように、また地域とつながりながら生活ができるように連携や支援を行う
〇就園や就学等を見据えて、地域の育ちの場や学びの場との交流や情
報交換を行う

○職員の外部研修や各種勉強会への参加
○定期的な内部研修の実施
○資格取得支援制度

〇ご家族の子育てに関する困りごとや悩みについての相談援助を行う
〇定期的な面談の機会を通して情報を共有し、支援方法についてともに考える
〇保護者参観等を通じ、療育の実践を見ていただく機会を提供する

〇相談支援機関との連携
〇他の療育機関や医療機関との連携
〇糸島市自立支援協議会との連携

支援の内容

〇健康状態の維持・改善
〇生活習慣や生活リズムの形成
〇生活におけるマネジメントスキルの育成
〇基本的な生活スキルの獲得

〇定期的な心身の把握（体温測定・気分把握）
〇生活リズムの安定（定期的かつ定時に通所）
〇構造化を意識した室内のレイアウト・掲示・支援
〇食事、排泄、更衣等の基本的生活動作の習得に向けた支援

〇姿勢と運動・動作の基本的技能の向上　　　　　　　〇感覚の特性への対応
〇姿勢の保持と運動・動作の補助的手段の活用
〇身体の移動能力の向上
〇保有する感覚の活用

〇粘土やスライム、豆などを使った感覚あそび 〇サーキット遊びなどを通じた体幹のトレーニング
〇歌や音楽に合わせて身体を動かす遊びや運動（リトミック等）
〇姿勢の保持（着席時の姿勢指導や補助手段を活用した支援等）
〇感覚に特性のある児への配慮（イヤーマフの使用、環境調整等）

家族支援

地域支援・地域連携

主な行事等

本
人
支
援

支援の目標

〇認知の特性についての理解と対応
〇対象や外部環境の適切な認知と適切な行動の習得
〇行動障害への予防及び対応

〇天気、日付、曜日等の確認による認知形成
〇一日のタイムテーブルの確認による時間の認知形成
〇個々の活動予定、当番等の役割確認による行動の見通し形成
〇認知の偏り、誤った捉え方に対するリフレーミング

〇コミュニケーションの基礎的能力の向上
〇コミュニケーション手段の獲得・向上
〇コミュニケーション手段の選択と活用
〇言葉の理解と表出

〇言葉の理解、聞く力の形成（絵本の読み聞かせ、カードあそび等）
〇言葉の表出（お集まりやお当番活動での表出機会、やりとりあそび等）
〇読字・書字への取り組み（プリント課題、カード遊び等）
〇言語に特性がある児への配慮（写真や絵カードを使ったコミュニケーション支援等）

〇情緒の安定　　　　　　　　　　　　　　　　　　　    　〇仲間づくりと集団への参加
〇他者との関わり（人間関係）の形成
〇遊びを通じた社会性の発達
〇自己の理解と行動のコントロール

〇アタッチメントの形成（スキンシップ、安心と信頼の関係構築、自己肯定感の醸成）
〇小集団活動や自由遊び、個別のSSTを通して他者との適切な関わり方やルールの理解を支援
〇活動を通して他者との協力や一体感、一つの事を共に成し遂げる感覚を得られるよう支援
〇クラス活動や個別療育を通して個人の発達段階に応じた対応


